
令和７年度 国のモデル事業（国民皆歯科健診関連） 
「国保データベース等を活用した歯科健診の勧奨」について 

 
糖尿病患者に対する医科歯科連携性の有効性は、医科では「糖尿病診療ガイドライン 2019」

において「歯周病は、慢性炎症として血糖コントロールに悪影響を及ぼすことが疫学的に示
されている」とされ、歯科では「糖尿病患者に対する歯周病ガイドライン改訂第 3 版 2023」
において「糖尿病を有する歯周病患者に対して、歯周基本治療は HbA1c の改善に有効であ
り、歯周病基本治療の実施を強く推奨する」とされている。 
 厚生労働省による歯科口腔保健の推進に向けた取組等において、生涯を通じた歯科健診
（いわゆる国民皆歯科健診）環境整備事業として、歯科医療機関への受診につなげることが
できる方法の研究・開発を支援している。神戸市では、この度、国のモデル事業（NTT デ
ータ経営研究所が受託）として、国保データベース等を活用した歯科健診の勧奨の取り組み
を行っている。 

記 
１．目的 

歯周病検診対象者かつ国保データベースから抽出したターゲットに対して、より効果的
な受診勧奨について検証することにより、今後の受診勧奨方法を検討していく。 

 
２. 対象者 

歯周病と関連が深い糖尿病のハイリスク者を対象とする。 
下記①〜③のすべての条件に該当する市民 
① 令和 7 年度 神戸市国保加入者 
② 令和 7 年度 50 歳・60 歳歯周病検診対象者（既に受診した者は除く） 
③ 令和 6 年度 特定健診の結果「糖尿病 HbA1c≧5.6％」 

 男 女 計 
50 歳 150 人 164 人 314 人 
60 歳 255 人 406 人 661 人 

計 405 人 570 人 975 人 
 

3．スケジュール 
・令和 7 年 10 月 31 日（金）に対象者へ勧奨ハガキを発送 
・市内の実施医療機関（R7.4.現在 588 箇所）にて歯周病検診を受診 
・受診期限は年度内（通常の歯周病検診と同様） 
・実施医療機関から送付される歯科健診票（勧奨ハガキ添付）により受診状況を把握 
・ハガキを持参して受診した人数によって効果検証を実施 
・3 月中旬に報告書を NTT データ経営研究所から厚生労働省へ提出予定 
 

４．実績 
合計 1８人（令和８年 1 月集計まで） 
内訳 50 歳３人（男性１人、女性 2 人）、60 歳 15 人（男性６人、女性９人）  
※ 実施医療機関から神戸市歯科医師会を経由して実施報告書が届くまで 2 か月程度を要する 
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【外面】 

 
【内面】 

 

受診勧奨ハガキ（圧着ハガキ） 
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